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研究成果の概要（和文）：　本研究では、４技能を関連させた英語指導法の開発を中心に取り組んできた。大学生を対
象にしたGroup Work Reportingという「口頭レポート」と「要約文のライティング」を関連させた活動で、自律的な学
習が促進されることを検証した。
　また、中・高における英語指導では、複数の技能を関連させることで、「英語を使いながら定着」させ、英語でコミ
ュニケーションを行う際の「小さな成功体験」の積み重ねにより定着した力を基に「発信につなげる」、一連の指導過
程を開発した。それらの具体的な指導法開発の成果は、研究協力者の授業実践をDVDに記録する形でまとめることがで
きた。

研究成果の概要（英文）：Current study is on effective skill-integrated activities for Japanese students. W
e introduced a skill-integrated activity called "the Group Work Reporting (GWR)" to Japanese university st
udents. Using this activity, we found out that the learners' accuracy of oral summary in GWR has been impr
oved overall, although some grammatical items have not been correctly used yet. We also introduced series 
of skill-integrated activities and materials for secondary school students and produced DVDs showing sever
al different type of lessons. These DVDs give clear ideas to the secondary English teachers when they try 
to use skill-integrated activities in the classes. On top of it we demonstrated the method of using these 
activities effectively in English teacher seminars in Japan.
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１．研究開始当初の背景 

小学校における英語活動必修化導入によ

り、小学校で培われた素地を踏まえた中高

の英語指導改善が急がれている。また、新

学習指導要領（中学 2008、高校 2010）で

は、複数の技能を統合した指導を通して、

コミュニケーション能力の育成を図ること

を目指している。これらのことから、複数

の技能を統合した効果的な英語指導法の開

発が必要であり、同時に中高の英語教員の

研修において、その具体的な指導の在り方

を広めていく必要に迫られた。 

これまでの研究で、日本人大学生英語学

習者を対象にした「複数の技能を関連させ

て定着を図る英語指導法」である「Group 

Work Reporting 」(以下GWR)を開発し、

中高生英語学習者への応用の可能性を提案

した（巽 2009）。大学英語授業における実

践で、GWRにより学習者がどのような学習

行動を行い、それを通してどのような英語

への「気づき」を得ているのか検証するこ

とにより、中高において「複数の技能を統

合した効果的な指導」を実践する上で、有

効な示唆が得られるものと考え本研究の着

想に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究は、(1)複数の技能を関連させて定

着を図る英語指導法であるGroup Work 

Reportingによる学習が、大学生英語学習者

の第二言語習得に及ぼす影響について検証

し、(2)GWRなど複数の技能を統合して行う

ための教材開発を行う、さらに、(3)複数の

技能を統合して行う指導を中学・高校の英

語教育において実施するために必要となる、

「授業モデルの構築」と英語教育研修会等

を通じた「英語教員への提案」を行うこと

を目的として実施した。 

 

 

３．研究の方法 

(1)複数の技能の統合 

研究の目的(1)に関しては、大学の「英語

コミュニケーション」の授業で実施した

GWRで収集した大学生のGWRにおける発

話データを用い、学習者の即興による「口

頭レポート」とその後の「要約文」、さら

には、遅延テストによる「口頭レポート」

で用いられた英語表現を比較・分析した。   

(2)技能統合のための教材開発 

研究の目的(2)に関しては、英語圏におけ

る資料収集やweb上の素材を広く収集し、

教材の開発を行った。 

(3)中学・高校の英語教育における応用 

研究の目的(3)に関しては、研究協力者と

の授業研究や指導法セミナーの開催によっ

て、指導過程の構築、および、指導法の提

案を行った。 

 

４．研究成果 

本研究は、(1)大学生英語学習者のGWR

における英語使用の実態分析、(2)技能を統

合して行う英語指導のための教材開発、(3)

技能を統合した指導のあり方の中高英語教

員への提案、の３点に重点を置いて研究を

進めてきた。 

GWRは、教師が英語で話したストーリー

をレポーター役の生徒が聞き取り、その内

容を他の生徒に英語で伝えるグループ活動

である。レポーター役を順次交代しながら

グループで協力して元のストーリーを再生

し、その要約を英語で書いてまとめる活動

である。「聞くこと」「話すこと」「書く

こと」が統合された活動で、そこに「読む

こと」も関連させ、４技能を統合した一連

の学習となるものである。 

 

(1)複数の技能の統合 

大学生のGWRを用いた一連の学習によ

って、学習者の発話の正確さが向上するこ



とが明らかになった。学習者は、GWRによ

る自律的な学びを通して、正確な英語を定

着させることができた。しかし、学習者の

発話を詳しく分析すると、自律的な学習活

動のみでは改善されにくい言語材料が存在

することが同時に明らかになった。 

 

(2)技能統合のための教材開発 

これまで収集した資料やBBCの語学学習

サイトにおける素材などを活用し、大学生

の学習用、ならびに、英語教員研修用の教

材開発を行った。実際の授業実践や教員研

修会において作成した教材を使用し、学生

や研修に参加した教員からのフィードバッ

クを基に教材の改良を行った。 

 

(3)中学・高校の英語教育における応用 

研究協力者との授業研究を通して、「４

技能を統合的に活用する英語授業のあり

方」について、複数の技能を用いて英語を

使いながら定着させ、英語によるコミュニ

ケーションの「成功体験」を積み重ねるこ

とにより「発信につなげる」一連の指導過

程を開発した。この指導過程では、聞いた

り、読んだりした英語の内容理解を最終目

標として指導するのではなく、理解した内

容を引用したり要約した上で自らの考えを

述べることができるようにすることを目指

している。充実した双方向のコミュニケー

ションを可能にする土台固めのための「定

着を目指した音読」や「要約」「サマリー・

テリング」などの活動を積み重ねることで

「英語による発信」を可能にする指導過程

である。また、「要約」や「サマリー・テリ

ング」を単なるトレーニングとして行うの

ではなく、実際の言語使用をイメージした

活動場面設定の工夫を行うことで、中学・

高校の生徒が、意味のある場面で英語によ

るコミュニケーションを行う指導過程を構

築することができた。 

これらの研究成果は、研究協力者の授業

実践をDVDに記録する形でまとめること

ができ、学会や英語教員を対象とした指導

法研修会で具体的な提案を行った。また、

英語教員対象の指導法セミナーを開催し、

体験的に指導法を学ぶワークショップを実

施した。 
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